奴もバ- 


卜哪ミ严 Hs 00 cm 
心ソ巧で…に;犯雜穀シミをも踩 


ごのた巧なタイ去ンクザ舉衣煞較苗お類苗黯驢鑛媒叢驗ぶ漁鑛嶺 も,: 藻こおにおむが 
と、ろごがい泉送驚^^!!藻;！磯發鹤！驚:1驚豁藉 i 潑鑛議辕難隸 L 1;. 

載読みになごた敵と!ま..嫌驚豁; i 顯緊帽戀^ 


ご潑巧がイお:ともに大顯こ鷄赏錠穀劈類:賴聲を喝 • 


1!’安金よみご强;奪 


帶お認おいただ逆、诺しくお德いください。 












































































































































































































































































































































































































































































13 □すべでの鐵作 
パ毒 Jb 獲、主®に 
飯置。 

調支磬巧具替巷 nil 
b 招:が島、安<な餐 
勢で火为調節。 


I 醫11韻1選終7瞬 
令安戴機能が健 
y たと悲為:怒に 
審声でお鑛ろな< 




























































































































































































































































































































































































儀お手入む"^… "…"…，こ . 

難故體拍、なと—弦^つ/* こ故"’，。………"’’…。"""’’ 
雜火巧©圈安について。，‘。一"一"。‘。 


錄保謙と 7" ツタ--サ"™ピス‘ 
善お客樣ご相談窓 □ 

驟化輸… 


みみ; 

:•巧:-巧::こ； 

なぶ:： 


■，■，■，■，.•.■■■■.■.り- 

.• 广> つ,*^ ド。.: 

類 .…:: Kdb i ミ踞 




傷邏驚鷄穀繁築球！寮お;; 
^野變驅覆纖ぉ寶野•画隊 
;;;;; 轟羯鹽ザ^樹颗张を; 

::::::ミト:イむなゴが^^::パ::::::::: VitiC 3 ?::も::: i :: ぶ於:: Cis ；: :: 
::;:;；■本で；;; PTFTf ; 在;:;;;;:;:かお:つ:三:?^:/^。三:占::三 

ぉ攤 iili 發霸;ぉ兰非 

：：：：： l ! l .3： P ：0 ：|D 繫緯錶蠻を;; 

::;:;蘇.谋;繁鸣;臻資需占..;;;;. 



I ミ疆巧イン） 


蕾 a ?: が 4 


禱各部巧な蒸え-操作パネル、钓獨蟲•… 

X>>>■ ^V "^ZfT ^ fj ^ t ■■ こ； X iMcsue >< 凸 x 田 W 占 iMcsu 凸凸 h<oueswe&<oh< 田： 

雜〇纽クッ中ングと--夕一"で®調理の手願"" 
馨懐茂,器麵なだを灌 lilf 器……’。"。，‘。， 

馨雜っでお Lvr いただ或たいこと 


eauciWA W 田 wnu け 




! C ： 9XG3XU3IIC 


田 hfnxAuciUAX 田 xnu 占 h 


I 左，若夕…^で調體をする 
。秘で韻、煮獲.、蒸ず、聽く、紗热覆、ミ還热養。" 
を恶'燕と™夕™で iiii 帮ず壤 


■> S « 4 ^'~； 2L 

3 じ 




保温， 


懼遍サイン)嫂據も®，スホ' 




鑛左’若 t …~夕 ™ で留®驅體をず覆 
。蔭'動歎飯 I 

雜中おヒ""夕-"で調理をずる 
。湿據る 

馨才"ヴンで調理攫ず S 

-調理幕ず邊請に . 

•調理®ボイ: yh 〜…… 

-手動の卜^スト ■ 魚焼を聽耀をずる…’ 

， 手®]の才-™ブン講禮巷す還"'‘。…"。"'"'‘。 

。靡ぶ躬駕帮發诗债 . 

參權利に使う 

■ 左•右•ホ爽技™夕™"でタイマ™™巷連う 
， 操作思’□ックず覆 
。窩齊©轟量設定。 I !蒂鹽 I ノ 
-ィ•一をブザ叫こ切り替え癌 
• レンジ >- ド::巧：/連動シス于ム誓綾奇 


« パ UMUWtf 



春餘鑛も©暫又率敬;; 

をを聲龄 i ; 菲お缉 P 聲 ii 

. 共‘々ーグ兰.'ツづ . 

、…； ww 卜 バミ） 

;;鍋0舉熱簇稷舞 IU 策,;;;; 

■■■■； 縛14繁乂巧磕臟激隸ッ:; 

;;;ィ鼓妓グ巷お潔を坂;;;; 



怒笞 8 

3 4 4 


4 6 0 2 4 


6 




覺い 


或 


2 S 2 贫 3 S 


ld 贷 6 r/ マ - 

3 3 3 3 3 






























































































































































































































































































































































































































































































































































R26-34 


:^^づ’ン® r 火す ij rii 理二 ::!*™ j r 夕^^-" j ® 
設定、 方™ ヴン®羅賺又 祭- » h 。切聲污 U 讓哥^> 

® 火力、;^™ ■□■—、麗顧拱態などを:表示し苯ず。 

錢が:;、兴ニュ™な公設諾體、錦3おた I 内に迎龍をスタ™»卜しないと，， 
設哉洁敬り趙をれ燕ず。 


















































































































































































































審烫鑛 * 感電&祿難 S 葉避©原 13 提驟&審 1 % 
麵げも鑛 a 理舉 S 


iCX 


强豐泣[口若、.、 


..娃覇 5 [巧岂 


♦借'寶©—殺捉蠕拉雜躬霉错こ襟 j わない 

巧駡巧方ぶら謂た巧馆祗辟ずなお園底靈難觀能が龙しく截かないご 
とがあむ.火災ぶ原控となり泉す。 

劇巽簿戰繁戰.，ぶ:も葫； 

禱;菊お ぶ； K1 ぶ：;^;’; K ‘]： 

某ぶで三な;: C 資{: S ぶ umL ) 〜•資。 G 窝 { 380m 1 .) 巧;;畢刮萄ご哥記理して’く.だ 
立い.濁—。觸•:成.む巧瀑がづザぶいと、鼎お觸熱さずじ警ノ巧-るおすぶが 
あなをず。泉た搞 fi が夢す京ると、おがれで約ゴどや火を觸原围にな 


が- •; ぉ’》 

t 、; 斬踊ダぞな 
>を!毫再し。貫、、… 〜 パ’ 

鑛歡がをぶ，齋をを0ごなど潜!を禪う輯 
麗をずるとををを段寒雛れないで 
く?;—で L,、 。隶た-.攝磬1；。 J ぶ Li よ JuV 
次力を調總して < だをい。 


，.••パか，、，、 

■ '几，が*，*••，*■%，*■* 

ぶ微、说か‘ 

だがだ 1 こ掛公货 


♦蘇離が苗 
卷鑛 
參教を泄鴻热翼 



た、话電識'瑕■謀 


•..み: 



:，，■•■で，* VWWWwwy<wwwWW^^„.**?*?f*" ■ 

-__ … J 


a 麵率 S 



錐充レ™、游聲ミ t なお'卷煮たりミ蟲據たり 
ずると獲隙火え f 黎謂雖にし、と带纪迭 
が哉灑禮蒸 

謡鼠に震鐵したみ T や方し-…巧ん…などが麗まる 
と突憩ふを上だたり、鍋が離む上がることがおり 
‘幹 i ; j どみトップ::も"-卜が割れるおお T がおりずず。 


鶴纖串 ( ail 率)*鏡姻畿織 


識が碱\ 






鑛鑛攤中帮使鐵 li し球 'S <撼 h ッ 
プブレ h 皆濟ブンおぶ 
强廳祷結芝®蘭識部に觀お，雜い 

mm ^ mot-DTUizrnimm 

記觸む孫い 


S h 難:鑛 i 强 




#トッブブレ"™卜巧上に乗ったり、機を落としたり、蠻擊を媳えない 

万-…こがが入ったり割りた塌をな.、纖源と臀思ブレ…お…，を思って镇巧ををと .U すぐに修避を法賴して < だを U 

# h ッブブレー h 敬上!::鍋、皆熱/^、ツ费才 i む謀若®調理器異獻外®も®、栽ぶな满おッ h 
:□ン就，乐ンベな:と'强證かな : U 
載 h ッブブ b -- h ® l : に鞠幕觀が郑い 
’’F 記巧曠は肆こ淫蠢でく 7方さい。 

，可燃馈带弓!次鞠な请 Ar 撼•乃 L ' ミホイル。油な對 


剩畢驟 

| C \ 

含 


mm -緋気*八"™带常黃間にピン群齡 
遮蘇ど® S 纔證入む為: U 
翁を装，排 m □に指韻入む競 U 
翁離、排気□に水為:芭卷入れ縣 L 飞 
鑛子供な怒取む撥 U に不讚れな迸斑す 
薇雜を背た D、 學 L 巍麗に触むをお强い 
翁死" 一X ン謀芝®蹲燃鞠瓣近く'?!觀類 
しない 

鑛本褚に水黏楚題がは韻;い 


養謂畿 S 


巻使鷄離據電源拖切讓 

德わないとを巧:、請强撰がパネん帮 
敕魏しで鬻源を域つで < ださい:. 
摄纖不在巧と到ま奪用ブレ^を 
題つでくださ1ん 



----- - i±®2i 














































































j ^AAKa^ yCOyPQ^ KJLXjSixJL jrjrjrftjuur： 6 巧 

J? » 2 S« 装器ぶ ™S®® ^Jr なま曲巧贸 ) 0 运 01 

f 麗厕霄纔顯驟 


朝11^ク名™^又^--为 -- 據藏讓い避慰據> 
本！!離巧ご®擢に35乾:つで麗師ぶぶ 
く相談聲證 


腿总外微滯違に薇躍し縣 U 


强巧勤作がだ--义又一*で ' -K 


よぶなしごこ扫、短。灰 9 :: 


變獨率 ( ill ! 率) * 變厕#强 


卷麵據不截遮娘拱®で薇麗 b 線い 
善綱避" F に織都シ™ h 超:敷お蘇 L ぅ 
襟韶詰管の US 製容難や AV 梦（うと 7 i ; 馨热入っ 
た簡懸藝器）、レ hiUh パック(の US 體證離難 
し Z ’ U 覆 K ック )* ： F もミ體賴茫、 aiU 54® も敬 
觀函か黏い 

スプ••…ンなど巧金屬梨み鞠を麗かな IA : 

誤って i お熱した場を、火災や驢製して‘やけど、けが 
巧麗謂となじ志ず;， 

眷鑑おおじ敏加熱 b 於:缠で擢^&避溫度: 3 ン h 
授》»] 1 /嚴使わ為 : U 

揚ばを巧適查]ント□叫レが距 U く韻かず、巽常遭 
熱することがあ D 康ず。 

馨燕棘前若に物卷隱怒、隸い 
® 空だ悲常避;麗 lyj ： に加熱齊し强い 
謁藤の薄いもの、反ごている::? 5’，んじ'带龜は強火 
で号熱すると赤赏1：したり変おするおをれがあ巧ず;を: 
空だ忠など巽幫に高漏になった場贪、卜、ッブブレ ■- 
h だ蜜毎す.るごと扫巧；む嘘す。 

® 火觀齋遮づけ韻:い 

馨驟 * 緋気贵パ-^寇冻さ•いだり、 P 燕，雛氣妓 
付親に歌、凝、鍋獄とつ T ■黎近づけ黏い 
磯 h ッブブ b -- ND 上觀操作 K 本も敬上に、熱 
U 鏡搔器韻隱敎强 U 

善 h ッブプ b ™ b 敏.とに麵:接;^綺黎画いで！!理 
し詔:い 

馨使用中據本挪热致離れ黏い 


めをめ 巧坊〇^乂み、 ■*. ぶわがぞ巧〇!巧巧 

穿胃^: 7 苗便獨寧!心 


雜亦-^ブン薇難中に！] 
理職が発麵。黯灾 U 
た麵禮綠、嫌®苹麵 
でう養火す證 


な;^空気が入り、炎が 
大贵くなり萊す。） 


消火芋薩 
©電源酱褐發 
感駿。排気ホバ™全体 
を藏れたタオ jU でふ 
ザぐ 

^^^ご;巧とをホ*-ブンドア 
の廣强なら强が出まも， 

通)專體ブレ^ホ…^趕切匙 
才'-ブントヴ(ボ 5 ^ス黯 
に水をがけな又ん：か立 
乂が割わ.京す〇 


を C „„ J ) 

だ、•バ—，〜 广 - — 

を 、、、w^' 一、 


翁戀ず省敬誦理中綠、 fH 巧‘散禮細こ注康ず蟲 
翁少»礙油を入: n で予熱聲燕と残•帶帮熱®鑛で 
i 襄幕入れ題と恶綠邏熱し’/ぶ U ぶ哥に雞 M 嘗齋 
発文の巧子れがありずす。 

錐纔煙怒硬く出た安麗離雖硬藏 


mWAtilt 


聽爭入れ强藏ず電源燕 
域 I 皆恭擁が冷藻！:お赁 
f 巧 
































































































® 架幾 A 惑福* 倒普盤傅 11 因 K ：©：! 3 繁 T 。 


C クム ■■ 巧 X, jKoQ&inr 田 SQfifiS .■■■ 化 " yyyy> W _ W __ 


卷德難中濟籍離鑛课才 ™ グン l^：P (淵 
营又）に氷酱ががな : U 
高:！にな-こているところに水:をむ、ける 
と割れるおそれ巧あります;； 

雜才™-ブン 1 ^ 7 封寧つ" CIIL な^骂階 
出した氏持ち上げ招:が安 5 陪拽 bf こ 
む蒸たす-^ブンド 7 鮮 b ~- iM こ X が 
S 鷄いす!藉尧〇藻た热端贸をが S 詔い 
才…-ブンド7,谭贵盟焼獨などが落下 
して，'をけど钓ブがをしたり、破損巧原 
壓となります。 


善少麗©調遲鑛辕驟麟鑛調理しない 

駕煙-発ぶずるおそれが E り東す。 

馨受 Iffl に f 藻水投奶^發も媒鄉揉搔‘7%ミホイ J い 
クッ毕ンヴシヴンシ•ヴ tub 用 
m 私 猎:器巷入れで使禮絲い 
驅が遇熱し、発煙 • 発がずるおそれや图動調理む巧 
まくでをないご.とが想ります。 

馨闊 U 鑛識證繰 D 潑1/調理 U 减い 

発遲発火ずるおえわがおります。 


鎌镶驟中带薇用讓線、ぶ™ブンドブ， 
鑛鋼、 gniL レ"結寫ミ證になつ 
i : u 蟲锁で\攒手入お搔ず覆と帮 
跋十分冷えでい惡ごと幕 ®ii b で 
か發巧 3 


雜才ブン避靡狩帮!レ，お jb 斯^帮懿麵藻、 
mu と'潑 II がた获贷ないぶ 5 使難斌奢§驚掃 
除し、驅觀觀に穀手入む邀ず嶺 
痛けで镇，おずるとをは、受邸にたまった脂起省て， 
巧れををわ I 'お:選とし/てくださ。。 


曝 h ッブ ' 7 b -- h 锁±で、解 i ジ古-^棘飯器為: 
ど爾 I ® 誘馨加熱斌調理機器避使 to な U 
齋お線 U ;. より本®品巧搔障ずる頭園となりをず。 

鑛卑节ピみッ h (本雜惡若*不測）拓調赚料*黨 
認韻:若繁靈がない 

本体たら巧菲熱にぶ h 詞昧料，食赢だ巧変質巧原閣と?な铺す。 
翁龍麗操潛梯則ご1汁據若羅馈すた樂剥避し據 U 
煮汁などが題をって前商頸作 V 巧.几が謂ななく，なる 
若そむがおります。 

鑛臟•排気鼠に?]<韻:蓋あご叢さずぶいぶ芳注憲聲齋 
半-ゎビ:な十‘‘骑こぶなどが當ちる顧匯にな0或す。 
myu - h 臀夕發麵 S でごすったな、' 7 レ " -h 
9 夕に熱 U 観龜靈が蘇い 
ス子ンレスの傷だを•変想の顧因となり志す。 

網、ッブブ避茲 fc 帮靈驢、]卜"^べ卑 
潭常ホッ h ブレ…个题猎鉄板など惠麗抄語い 
ヒ…夕…—が入ると强熱さむ、火輿•故臀な)原匿となり或ず。 

曝酸の驢い食識が 3 U た場款ま霄ぐ蟲或お藝 
ジ巾ム、レ带ン汁'福を使::龙贪品などを放麗ずると、 
K 把巧 i 户十,プレ叫、.つクが發倍ずる顧菌と掉碰ず。 

鑛避*卷 t :™™ 劈™賺 II 为線が出 TI 巧を披、臟 
競!;:聽い fe ® 舉遮3けない 
を苗ジをテしピ‘補離器など(雑离巧麗顔となりをず） 

せホ " t ぃ V シ.こ: L 力™~ド.薇気尹…~プ•控動改札距定鑛 
券など婦憶が?肖える原因となりすす； 


儀 ± iH ち巧 5 又細、窗火驚駕焼残器搖使わ强い 
ホ r iWMi を'たはお JH で使える」 
と表ちしている止銷暫が万ス謂 J 麗火质魚焼を器 
などでも髮妖によごてはクッ斗-ンジお…••夕…"•が 
故睛したり離が割れたりず凉場肯'があり京すの 
で帶わなしVでく;;だを lAi 

雜滯販觀爾 11 調體器が卜;敬 ffi 孩絲い 
をを.機能が正し < 題み、ない原因となりをす。 

報方瓦ス穀の板お设をので、トッブブレ…-卜巧上に 
巧がて、そ巧止で調躍をずることでトッツツ 
卜の汚れを玻ぐち®です。 

錐 bfJL 小イン若 つ ンレンジ蟲無截括趕 T !^ 
使鱗潑«魯、著《-ブンド: F ® と rrC ® g ® に 

ご,ご？"ツ 

;±獄.每输 

え…^ブンレンジ巧挑気で才"""ブンドアのとってが 
熱くおる場をだありずず;；お!クジ夺ングと--夕'- 
を使っでいなくでを、：^--ブンレンジを馈立と吸、 
苗聞がて--•苗が熱くなる榻をがおむ或ず。 

參 i : 離 If : 作/た? Ub に承為:怒霉 Z ； i 叢 L ?と!3 、 搔べ 
廳が麵れたむ皆證と誤動作す潑で.とが鑑證 
-さぐに頸り除いてください。曝り豁いた磨镶は车-- 
撰作を受け巧けないごとがあり策す。妇秒话ど符っ 
でか6撰がしてくださ U : 

翁齋碟（苦夺ブ y 黏怒）获製黯內に優入ず:!^と 
故 Pi 攫騷麗 I と為:藻適興な頸境下でご使瑪ください,; 
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潑こ©#巧思撥作手擊まな茲?みで謙壁-曼-る j 
r 留觀で識驢霄截 j ともに共鑛 I !ず。 

茲 I 為 I 带央^こ夕鑛作飄ミ 



圍調理®な±が b 

帛ミ^刖^讓響！11藝禱賴擊卽圆 

火；わ齊誦節する 


。霉 J 驚 


え^づ'ン;操作觀 


お> おと'-夕じ•嗦. P 16-24 ? 
纔;幕入ず洒 


竭彌’ 
耻入，: 


;火方谦た據，方!;::!--搔選强 

吝を;.:与，串ち-;:；::.ここで-: i を； 


山ず''.: 


[ p；i 


;還賺幕ス祭 H づ"寇 


;通電卷スタ™ h す覆 


{患ををを；却裝- 


强谭碑蜡島 
;:ィむ:；.み:.； 


圓努イ^«^證使 5 

禮 j !を扔 3 贸 

mmm 


^聲お砖1 ’'、 
巧がお 


i …を P , 3 Q 


R 32 


誦調理が終 to つた 
5. 遍鐵藏瑶養 


mmszimu 

U と兹!墓電派 
馨趕 I 覆 



圍裳手; yrr 舉 

ミ•ず R 3 袋…每1 ,i 

鑛 h ッププレ™ h 
譜ブレ--トツク 
雜驟、排熬方/ C ™ 
磯吸繁; Qt ! けッ h 
雜天ぷを麵 
雜操假な,も 
參方ーブン 













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1 忍- 0 タイ； 7 


1没…没 

1沒… 1 G 多イブ 

(遠ちが—-つを、な一） 


間!!--韻をなさんで 
いるタイプ(賴石が 


間にアルミ辟鋼を 
はさん;でいるタイ 
プ®石がつかない) 


藤に殻わ常離烦殼る繫誤 



顧が平 S な散状 



お3ぶ•廢潑器(±銷など 
鹽火搔魚漓第纖 


た孺1岡' I また較黯編卸巧， ' 
相で i まえると贵孔で,頂もに錦. 


7勺に鑛 



觀鑛鑛離。数巧…' □ 



巧屬巧天ぶら鑛赵外超:使用ず思と、 
火災巧願鍵になり莱ず。 


次み這お: 


推麗: -5 ィパン 

品巧：つ：?イパ:; 


I 068 G 5 


を尸 


推奨つ污イバン 
品名：；だパ'パン r : 


:にぶ4 


i 戀 D 亂または i 戀お脚 fUi お0:だぅイパン • 離朔1ち、巧巧 
ものを渾用してください。 

頌底巧運が1因"-呈校な町底ぶ截さ3。新 ri の此 h 巧:もの 
鑛廬が平らなおの C 藏の巧円 i (おり’辑號巧讯.以下） 

._卜記点が巧ち巧を ffi 违するとず熟に詩闊ががかったり、つ 
己ィバン'韶巧通農が適逼にならず遲鹽を停止する場背があ 
り帯ず:；その墙合はおヒ…-ジ -- で使.える講かどうがお獨か 
這 ) <だ立い .gH じ…夕…で犀.える鍋の屬をは带勤で調理に 
お- /r ソヴ r 許通軍、 /C くだでし、 


主記拭外 0 ) ツ及ん j じ''对悲用ず愚と，、 
强が疆熱•さで雜火する寂をれが黯 D 棠す。 
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使用してく 
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鷄鍋盧だ平らおちの（藥底の巧円肢りや陵01巧柄ぶ’ 

ii 竊動濡わ削ゾ推契か卜处 、，.も.. 踞 t 

i ; 語 S : クりし型式：ぶお 4 G ，く强藻 M を 


養動颗 SS 

鑛韻凰狂嗤が1缉…這〇ご削，底の厚を1。5の巧な山巧も® 
繼胥庶が早らもよ诞 i 讓底のお凸肢りや監 i パ巧柄； TF ) 
參巧-…•じ‘…•謂惊焦げつををず<、使用でを^づぃ 


留勤炊飯鑑 S 鷄 
品為：両手麵2 


ご靡又巧麗 : t 


:がな题病屈にご稻談 < ださい。 
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觸0說開*をよんお蘭をになり麵に遮しふ少力"!接用ずるなど圧しく黄绝こお使し K だごし、） 
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ないよう i こ注慧 b でく.ださ IU トツつ'フ b …卜管®援する顧® 
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ちヒ-"夕一■で説明しでいまず。（ぶ•ち'どち 5 のヒ,夕■""でも確認でさ:ます。 ) 
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約3 G 秒接にブザ*^ヴ嗎 n 、 おをヴお^ 
謂を停止し東す,； 


当動的に疆 


撥 h ツ;ブブレ叫、、巧遍度が約辑〇てなでになる或で r 簡 
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iii » 文一^^議議！ 

苗；類單 . 巧た… .. ちさミちち 


鑛胃 'を舞し'てかおをぶ语狎 L / でも遮鹽で忠おす。 
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发•お。中輿と™™祭™ > 、才™ « ブンが!司縣に薇帶で•理嚴 — 穿’。 

磯台計巧销戴®でが6ぶわが莱た i よ4,污 k 巧/靖置時 U ; 設定） 
说巧で使用でをまず。 

® ち:-巧と'-夕…*で同轉!こ屬げをのな使用で巧ま巧ん。 

® 左と…•’夕‘••••、ぶ…-•ツンぶ同韩使用韻ぶ左 K •…•夕…•ぶ嚴大 
义力だを！爵鹽或で固載的に下がり束ず。 

爆—々—ち。お博にが-，巧!;--—々—を,を卢1し‘/: - i 與 I !パ i '' •卜-クぃ/! 
とブヴ…*が贈ってホ.'*-が赞け巧けない墻台は、！:こ…*-夕~- 
巧を計耀力が5ぶ KW (蒂たお:斗投 kW ) を謁え葉す©で、 
他巧と…-夕…-ぶ火力を" R ずでむ S 傳罚し‘ご < ださ 




中狭: ™ 中央と夕は1ぶがん 

誦ブン オ*~~ブンは i 、日 kV も， 




® 使隅み、使.窜證し强らくな本植巧部®遍農.±扉を抑えるた致に冷或’7アンを勤作さち束ず。冷却；;なンが勤作する 
と，吸.お顧力；卜"な、外に本体ぶ厲鹽からち麵がみし社求すが異轉でなありすせ/。。 
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